
 現地試験水路でのカワニナの成長比較 
 

鹿島建設㈱ 正会員 ○大野貴子，高砂裕之，越川義功，高山晴夫，林 文慶，小澤一喜，加藤政彦 

（公財）熊本県環境整備事業団 吉川宗志 

熊本県土木部道路都市局都市計画課鉄道高架推進室 甲斐秀康 

 

1. はじめに 

熊本県公共関与産業廃棄物管理型最終処分

場建設工事では，現場周辺の自然環境に配慮

した施設を目標に，多くの取り組みをすすめ

ている。その中の一つとして，処分場西側に

あるため池の水を利用したビオトープが計画

されている（図-1 参照）。現地の熊本県南関

町周辺は，ゲンジボタル及びヘイケボタルの

生息地であることから，ビオトープをホタル

の生息場所として活用すべく仕様検討をすす

めている。一般的に，ホタルの生息には，ホ

タルの成虫が産卵するための産卵場（水際の

コケエリア），幼虫が成長するための水辺，幼

虫が上陸・蛹化するための基盤構造と多様な環境要素が必要である。中でも長い期間を過ごす水辺は，重要

な生息場である。ホタルの幼虫は，水中で生きた巻貝（カワニナ，モノアラガイ，ヒメタニシ等）を捕食し

て，1 齢～6 齢まで成長する。ゲンジボタルでは，羽化するまでに殻高 2mm～25mm のカワニナを 25 個体捕

食したとの報告がある 1）。よって，餌である巻貝の必要生息数の維持は，ホタルの生息に最も重要な条件で

ある。カワニナの生息環境因子には，主に水質，水温，餌条件などがあるが，その基本条件として流速条件

が重要とされている。しかし，その範囲は 0～50cm/sec とされている程度で詳細な条件ははっきりしていな

い 2）。そこで，ビオトープの仕様を検討するために，設定流速を変動させることによるカワニナの成長比較

試験を実施した。本報は，その結果について報告するものである。 

2. 試験方法 

試験は，屋外のビオトープ予定地に

水路を並べて実施した。 

図-2 に試験水路の概略図を示す。全

長 4m，幅 30cm の試験水路を設け，た

め池より貯水タンクにくみ上げた水を

かけ流し方式で供給した。流速は，供

給流量を調節することにより，0cm/sec, 

0.1cm/sec, 1.0cm/sec, 10cm/sec の 4 試

験区設定とした。水路内には基盤材と

して砂利（粒径 2.36～3.35mm）を敷き

均したうえで，水深が 5cm になるように水路流末部に堰板を設置した。 

カワニナの必要生息数が維持されるためには，カワニナが成長・産仔し続けることと，産仔された貝（以
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図-2 試験水路 概略図 

P

ため池よりくみ上げ

試験用水路

貯水タ
ンク

4000

水深
5cm

300

300

基盤 3cm

排水口

供給口

図-1 処分場完成予想図 
（出典：熊本県公共関与産業廃棄物管理型最終処分場パンフレット） 
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降稚貝）が生き残っていることが必要である。これらの条件を確認するために，成長の早い殻高 9～13mm

のカワニナ（以降幼貝）21 個体と，殻高 20～30mm のカワニナ（以降成貝）11 個体を放流した。放流した

カワニナは，現場周辺水路より採取し，殻高と殻径，生重量を計測した。成貝は，事前に産仔が確認された

個体を選抜し，放流した。 

試験は 2014 年 10 月から 1 月までの 3 ヶ月間実施し，試験開始から 1 ヶ月後及び 3 ヶ月後に採取時同様に

成貝，幼貝の殻高と殻径，生重量を計測した。その結果をもとに，カワニナの成長量を算出した。稚貝の産

仔と生残を確認するために，3 ヶ月後に水路上流部及び下流部から稚貝を回収し，稚貝の個体数と殻高を計

測した。その結果をもとに，各水路の稚貝生息密度と稚貝平均殻高を算出した。 

3.試験結果 

 図-3 に試験区毎の成貝及び幼貝の殻高増加量を示す。

3 ヶ月間ではあったが，すべての水路で殻高の増加が確

認され，流速 1.0cm/sec 以上の水路で成貝及び幼貝とも

に増加量が大きい傾向があった。特に，試験開始直後の

10 月～11 月の 1 ヶ月間での増加量が大きく，11 月～1

月までの 2 ヶ月間の約 4～10 倍相当の増加がみられた。

殻径増加量，生重増加量においても同様の傾向であった。

また，成貝，幼貝どちらにおいても生残率は 85％以上で

あり，増加量の低かった流速 0cm/sec の試験区も，カワ

ニナが生育できないほど過酷な環境条件ではなかったと

考えられる。 

図-4 に稚貝の生息密度を示す。稚貝の生息密度でも，

殻高増加量同様に流速 1.0cm/sec 以上で生息密度が増す

傾向が認められた。特に，生貝密度は，流速が速いほど

上昇する傾向があった。 

表-1 に稚貝の採取数と平均殻高を示す。生貝は，流速

1.0cm/sec 以上でのみ採取され，平均殻高 4.5～4.7mm で

あった。カワニナの産仔直後の殻高は，一般的に 0.5～

1.5mmと報告されている 3）。この結果から，流速 1.0cm/sec

以上の試験区では，試験期間中に成貝より産仔された稚

貝が，十分に成長できる環境にあったといえる。一方，

流速 0.1cm/sec 以下の試験区では生貝は採取でき

なかった。 

4.まとめ 

 試験の結果，カワニナが成長・産仔し，稚貝が

生き残るためには，流速が 1.0cm/sec 以上必要で

あることが明らかになった。今後，本検討の結果

を踏まえて，ホタルビオトープの仕様検討及び施

工を進め，施工後も継続して知見の収集に努めて

いく予定である。 
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表-1 稚貝の採取数と平均殻高測定結果 

生貝 死貝 生貝 死貝

0 0 25 0 1.9±0.6

0.1 0 7 0 1.7±0.3

1 31 29 4.5±1.7 2.7±0.8

10 63 4 4.7±1.9 4.1±2.2

平均殻高（mm）設定流速
（cm/sec）

採取数（個）

図-4 稚貝生息密度測定結果 

図-3 成貝及び幼貝の殻高増加量測定結果 
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